
7
サ
リ
ウ
ム
描

_お
の
壁
哩
的
分
化
に
脚
す
る
畑
地
'
節
二
鮒

7
ザ

リ

ウ

ム
屈
菌
の
生
理
的
分
化
に
園
す
る
知
見

(琴

義

)

栢
馬
鹿
苗
病
菌
各
種
系
統
の
誉
育
.,)温
度
ご
の
関
係

)比
率
博
士

山 松 西

内 本 門

己 弘 義

酉 義 一

ら■
七
73

ii_

I.
結

u

二
､
挟
,.hE
伺
系
統

l二､
円
皆
の
力
法

凹
､
梢
節
の
箆

に
及
ぼ
す
ぬ

階
の
取
掛

C3
駿

那

一

℡
騒
第

二
一
'
緒

言

五
､
分
珪
胞
子
の
形
城
に
P
f)は
す
れ
舷
の
影
昏

六
､
詣
岬
E
糸
の
形
城
に
及
は
す
的
ば
の
S
e
)

七
㌧
儲
鼓
の
形
状
に
及
一は
ず
蛙

の
抄
昏

八
'
筒
題
の
析
色
と
耐
酸
と
の
同
伴

九
､
線

描

TO
t
文

耶

相
場
脱
･Tm
柄
協
の
各
和
系
統
が
北
へ痛
即
性
即
ち
桁
と
か
玉
間
葉
仲川
を
徒
長
す
る
物
坪
の
生
琵
能
力
に
於
て
秤
甚
な
発

を
示
す
物
で
あ
る
事

は
木
報
昔
の
第

1
報
に
述
べ
た
鹿
で
あ
る
｡
叉
各
椛
の
休
講
棉
義
雄
に
よ
っ
て
も
夫
々
の
系
統
の
商
が
罪
を
衣
は
す
と
い
ふ
蔀
も
机
い
て
報



菅
せ
ん
と
す
る
鹿
で
あ
る
が
故
に
は
精
華
粗
度
で
如
何
な
る
差
を
出
は
す
物
で
あ
る
か
に
就
き
て
傑
駿
し
た
鹿
を
報
告
し
度
い
と
瓜
ふ
.

桁
用
地
小川
嫡
筒
の
畿
宵
と
渦
度
と
の
関
係
に
-S
き
て
は
既
に
報
告
さ
れ
た
鹿
が
少
-
な
い
O
此
雅
の
郁
文
は
著
者
称
の
今
回
の
代
輪
と
は

非
立
切
に
於
て
多
少
の
超
は
あ
る
が
之
が
鵬
抑灯
を
鉱
に
紹
介
す
る
事
も
従
閥
で
は
な
い
と
Ej
ふ
｡

鼎
樺
英

一
(
一九
克
)氏
は
桁
馬
鹿
仲川
病
菌
の
教
系
統
と
非
酎
似
菌
を

一
五
'
二
〇
'
二
五
'
三
C
及
二
五

度
の
各
位
脱
皮
に
於
て
各
紙
R
｡発

進
に
1&
｡蕃
し
た
｡

菌
叢
直
押
測り
定
に
よ
る
怒
育
良
好
な
る
脱
酸
は
二
五
-
三
〇
度
で
三
先
皮
で
は
教
育
が
辞
し
-

附帯
さ
れ
1
7度
及
川
〇
度

で
は
頚
骨
せ
な
か
っ
た
｡

伊
藤
'
木
村
(
壷
H
)納
氏
は
被
寄
仙川
分
酔
協
へ
早
強
胞
千
分
触
苗
'
赤
組
分
離
領
の
三
系
萩
を
使
川
L

l
O
t

1
七
'
二
〇
'
二
三
'
二

六
'
二

九

二

:
二
面

三
七
鹿
の
配
座
で
介
域
'i:葬
姥

に

相
茸

し
て
非
苗
糸
の
花
見
の

比
狩
を
凍
み
た
緋
淵
地
酒
姐
庇
些

〓
ハ
庭
前
後
で
之
か

ら
上
下
す
る
に
従
っ
て
覆
苛
不
良
と
な
-

1
0
度
及
三
七
度
で
は
偲
か
に
徹
宵
す
る
の
み
で
あ
っ
た
O
そ
し
て
上
記
三
系
統
の
曲
は
北
ハ
の
硬

骨
と
渦
度
と
の
冊
係
に
於
て
は
犬
な
る
罪
を
衣
は
さ
な
か
っ
た
O

高
橋
隆
逆
(
完
三
)氏
も
此
囲
係
を
報
骨
し
て
は
る
｡
氏
は
氏
の
何
TT,
す
る
諦
蘭
の
多
敏
の
捕
手
系
統
申
特
徴
あ
-
と
皿
推
し
た
川
系
統
に

就
き
北
ハ
の
頚
骨
の
地
酒
渦
度
に
脚
し
て
怪
魚
を
試
み
た
｡
前
年
柿
葦
北
に
於
け
る
脚
叢
の
耐
桃
を
測
･妃
し
て
生
育
訂
正
較
し
た
排
膿
各
怖
共

梯
些

義

政
附
近
に
於
て
生
長
が
=収
も
良
好
で
あ
っ
た
｡
非
刷
机
の
系
統
は
脱
鹿
LJ教
育
と
の
闘
係
に
就
い
て
は
微
細
な
鮎
で
は
多
少
の
蓮

は
あ
つ
た
が
姫
背
な
差
を
見
目
す
事
が
山
水
な
か
っ
た
様
で
あ
る
｡
叉
二
〇
度
か
ら
三
C
度
で
は
九
-

一
〇
日
で

stat
ir.gの
硯
毅
を
起
し

た
と
い
ふ
｡

以
上
の
諸
氏
の
報
告
に
よ
る
と
非
紙
;i
は
必
ず
し
も

1
致
し
て
店
る
と
は
い
へ
な
い
で
朋
薄

氏
は
二
五
-
三
〇
度
'
伊
藤
'
木
村
氏
は
二

7

ザ
リ
ウ
ム
匝

由
の
轟

的
分
化
に
胴
す
る
知
見
､
第
二
鮎

三
門
七



フ
ザ
リ
ウ

ふ
由
甑
の
倖
抑
病
分
化
に
関
す
る
知
見
'
節
二
軸

三
四
八

六
度
前
後
'
高
相
氏
は
二
五
度
附
近
を
帖
適
組
と
し
て
居
る
｡
此
差
は
供
#
=渦
度
の
附
韻
の
異
な
っ
た
Lf
め
で
あ
っ
て
此
鮎
に
就
き
て
も
'

も
つ
と
判
然
決
定
し
て
お
-
べ
き
で
あ
る
と
恩
ふ
｡
斯
う
し
た
事
は
山
前
又
は
=批
低
脱
皮
に
就
き
て
も
同
種
で
あ
る
｡
系
統
川
に
於
て
も
過

度
捌
係
で
多
少
の
差
は
あ
る
様
に
も
犯
さ
れ
て
居
る
が
供
読
温
度
の
階
級
の
叢
が
大
き
か
っ
た
事
や
仇
詫
間
系
統
の
数
の
多
-
な
か
っ
た
事

等
か
ら
決
定
的
の
結
果
が
得
ら
れ
て
i
=
る
と
は
云
へ
な
い
｡
菅
新

任
期
う
し
た
附
に
就
き
て
知
見
を
抑
充
せ
ん
が
矯
め
に
本
件
駿
を
行
ふ
た

の
で
あ
る
.
北
:純
銀
を

1
先
づ
報
骨
す
る
事
に
し
鮭
い
0

本
研
究
の
材
料
を
供
給
せ
ら
れ
た
,･為

ノV
･
W
o
llen
w
ebe
r

高
橋
陳
道
'
鍬
塚
喜
久
治
等
の
誠
氏
に
3.1=
越
の
甜
即
を
来
し
庇
い
｡

l｢
供
試

菌

系

統

各
柾
系
統
の
馬
鹿
苗
病
菌
の
薗
恭
敬
苛
と
淵
度
の
剛
係
に
就
き
て
の
Lti晩
で
は
な
る
べ
-
多
数
の
系
統
を
供
用
す
る
と
い
ふ
恥
が
排
想
で

あ
つ
た
が
非
は
従
ら

に労力
を
多
-
箪
す
る
か
ら
主
と
し
て
次
の
諸
系
統
の
苗
を
桃
川
し
た
｡非
大
部
分
は
融
桁
数
控
か
ら
紺
た
物
で
あ
る
Q

今
回
の
況
度
の
冊
係
試
験
に
篭
っ
て
は
匙

ま
で
の
講
鹿
で

(
こ
病
原
性
の
強
大
な
物

(
二
)病
原
性
を
衣
は
さ
な
い
物

(
≡
)就
中
菌

糸
の
形
域
の
多
い

物

(
捌
)嵐
小
南
糸
の
形
成
の
少
い
物

(
五
)
堵
華
北
殊
に
葵
米
増
簿
兆
を
紫
'
紅
'
=;川
等
に
消
色
し
た
物
叉
抹
無
指
色

の
物

(
六
)大
分
生
胞
子
の
形
成
の
多
い
物

(
七
)小
分
社
胞
十
の
形
成
の
多
い
物

(
八
)天
分
牡
胞
.L
の
形
状
の
多
少
輿
な
っ
た
物
雅
に

獅
別
し
て
其
性
質
の
著
し
い
物
を
代
表
と
し
て
選
押
仙
川
し
た
｡
即
ち
次
の
様
で
あ
る
C

1
'
病
原
性
批
犬
で
桁
や
重
職
苓
苗
を
著
し
-
徒
長
せ
し
め
縛
る
系
統
｡
弟
六
二
佃
系

大
介
荘
被
蜜
柑
か
ら
昭
和
五
咋
六
旦
向
橋
氏
の
分

離
の
髄
'
大
分
正
二
批
簡
C
第
六
三
八
系

高
橋
氏
滋
賀
荻

一
塩
蘭
｡
雛
11(
五
七
系

同

F
･

rn･
1
紙
筒
'
昭
和
二
年
六
月
分
離
｡
節



四
八
七
系

愛
知
煤
碧
涯
那
六
突
付
の
本
刑
に
後
生
の
鳩
鹿
芯
病
の
被
害
桁
か
ら
鉄
塔
氏
が
昭
和
四
年
八
月
二

一
口
分
離
せ
る
宙
｡

二
'
病
原
性
が
距
弱
で
帝
者
等
の
接
柾
試
験
で
は
楕
及
玉
萄
預
に
何
等
異
常
生
長
を
起
さ
な
い
か
叉
は
非
程
度
の
極
め
て
少
な
い
物
O
此
に

は

L
is
ea
F
ujik
ur
o
i
に
磁

す
る
か
如
何
か
は
今
尚
川
場
で
あ
る
が
廿
殊
の
ポ
カ

ベ
ン
稲
原
で
あ
る

Fusaliu
m
m
on
ilifor
m

e

v
･

m
ajus
に
鳩
す
る
那
凶

一
〇
系
を
桃
川
し
た
Q

三
'
蒸
米
韓
発
進
で
は
勿
論
'
沓
芽
汁
塞
天
ti｡輩
基
上
に
於
て
就
中
荷
糸
の
形
成
の
井
の
多
大
な
り
し
物
0
第
糾
八
回
系

愛
知
願
群
満
郡

新
川
町
の
本
山
で
後
生
の
被
宰
桁
か
ら
昭
和
三
年
八
月

1
二
円
鍬
壌
氏
分
離
｡
那
凶
八
五
系

愛
知
願
中
鍔
禦
郡
作
手
村
の
本
日
に
譜
生

の
被
寄
稲
か
ら
昭
和
二
年

七
月
二
三
H
鍬
堀
氏
分
離
｡

川
'
同

じ

く
就
中
招

来
の
形
成
の
細
め
て
少
如
な
物
｡
郡
川
八
二
素

愛
知
煤
端
部
郡
托
村
村
の
仰E
代
に
磯
生
の
祇
群
前
か
ら
昭
和
二
年
七

月
二
円
分
離
(鍬
様
氏

一
批
苗
)

五
'
大
分
生
地
十
の
形
成
多
-
し
て
ス
ポ
ロ
ド
キ
ア
ル
(
Sp
.
r
.
d

o
c
h
in
l
)

な
物
｡
耶
六
二
八
系

高
橋
氏
香
川
撃

一触
領

昭

和

末

年
六

月
分
離
｡

●

六
二

へ
分
生
胞
子
が
大
形
で
他
と
多
少
特
典
な
物
D
飢
六
三
〇
系

高
橋
氏
異
種
腸
壁

一能
尚

昭
和
五
空

ハ
月
分
離
｡
弟
六
五
七
系

高

楯
氏

F
･
m
･

一
統
菌

昭
和
二

咋

六月
分

離

｡

七
'
蒸
米
l増
車
姑
を
紫
也
に
新
色
す
る
物
o

弟

六

川

九

系

八
'
蒸
米
.増
輩
益
を
紅
色
に
若
f
]す
る
物
o
耶
六
二
〇
系

九
'
蒸
米
L
=養
浜
を
氷
色
に
岩
也
す
る
物
O
凱
川
八
八
系

フ
サ
リ
ウ
ム
出

血
の
隼
哩
的
分
化
に
脚
す
る
知
見
'
荊
二
郎

前
橋
氏
協
F
･
C
･

八
経

由

昭
和
三
年

〓

何
千
毅
胞
子
か
ら
分
離
｡

高
椿
氏
滋
野
庄

一
舵
薗

昭
利
五

年
六
月
被
害
鞘
か
ら
分
離
｡

愛
知
願
発
振
郡
六
突
付
の
本
川
に
塗
生
の
被
軒
桁
か
ら
越
年
後
に
昭
和
五
年
五

二
一四
九



7
ザ

リ
ウ

ム
広

也
の
毒

的
分
化
に
関
す
る
知
見
､
郡
二
鞄

月
鍛
壌
氏
の
分
離
せ
る
物
｡

T
○
'
蒸
米
1i:年
基
を
若
色
せ
な
い
物
.
鍋
_叫

一
川
系

韮
倒
産
桁
馬
鹿
小川
柄
被
審
仲川
か
ら
分
離
'
縄
目
氏
か
ら
送
附
さ
れ
た
Ii｡養
｡

三
'
賓

齢

の

方

法

著
者
が
此
箆
駿
に
使
用
し
た
増
葦
韮
些

二
形
の
葬
穿
け
溶
液
に
二
%
の
避
天
を
路
加
し
た
容
井
汁
塞
犬
で
あ
る
Q
之
を

1
五
味
宛
5
.騒
管●

に
分
ち

l
五
封
度
に
三
〇
分
M
殺
菌
し
之
を
成
熟
殺
蘭
し
た
襟
九
〇
粍
の
ペ
ト
リ
皿
に
流
し
込
み
共
が
顔
囚
し
て
か
ら
貼
中
央
に
仇
試
菌
の

1
片
を
植
付
け
た
｡
格
付
に
は
僻
に
斯
う
し
た
目
的
に
作
っ
た
墜

1粍
の
自
金
環
で
切
-
取
っ
て
之
を
白
金
の
鐙
を
以
て
上
記
の
避
天
野
上

井
中
央
に
枯
付
け
た
'

上
記
の
各
系
統
に
就
い
て
斯
様
に
栢
付
け
た
ベ
ト
リ
皿
三
相
宛
を
八
'

t
五
'
二
〇
'
二
凶
'二
七
'
二
九
'
三

l
'

三
三
及
三
五
度
の
定
温
船
に
分
配
し
て
輔
キ
L
t
三
日
後
'
五
日
後
及
七
日
後
に
兆
併
殺
の
む
秤
を
測
定
し
た
｡
洲
定
の
最
初
に
鞘
弟
の
中

心
を
よ
ぎ
-
て
イ
ン
ク
で
刑
…線
を
引
き
,,:後
毎
回
之
に
滑
ふ
た
方
向
と
'
之
に
蔽
角
の
方
向
と
に
就
い
て
菌
芯
の
慮
梓
を
測
定
し
た
｡
斯
う

し
た
'(
ト
リ
皿
を

l
笛
竹
山
-
三
川
宛
計
六
佃
の
洲
淀
敏
之
や
均
し
て
非
歯
み
の
や
均
斑
紋
と
L
t
耕
う
し
た
傑
駿
を
三
回
は
磁
し
た
｡
以
下

摘
ぐ
る
数
字
は
三
回
宛
の
嘗
駄
結
北
で

1
人
佃
の
測
定
の
平
均
で
あ
る
｡
定
温
船
内
の
位
仰山
に
よ
っ
て
温
度
が

1
糟
で
な
い
郡
は
榊
き
に
著

者
の
一
人
(
蛸
門
7生
害

が
報
告
し
た
鹿
で
あ
る
か
ら
此
鋸
に
は
充
分
‥任
怒
し
て
温
度
の
l
様
な
ら
ん
事
を
期
し
た
｡
唯
三
三
度
に
代
用
し
た

定
悦
雄
は
(･山
崎
故
障
を
生
じ
'
何
桁
し
得
る
結
北
を
柑
な
か
っ
た
か
ら
之
は
純
げ
な
い
郡
に
し
た
鹿
も
あ
る
｡

E
tt
菌
叢
の
生
長
に
及
は
す
温
度
の
影
響



征

飴

卯

一

上
記
方
法
の
部
に
記
し
た
様
に
ペ
ト
リ
皿
の
中
央
に
街
滋
の

1
片
(
祥
二
純
の
小
片
)を
植
付
け
非
後
三
口
'
五
日
､
七
日
後
等
に
夫
々
簡

裁
の
太
さ
を
在
襟
で
測
,:4
比
蚊
し
た
結
英
を
摘
げ
る
と
次
衣
の
蟻
で
あ
る
o
此
数
字
は
粧
胎
生

二
回
収
額
し
た

1
八
仰
の
測
定
の
平
均
で
む

る
Q

S

i
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以
上
の
結
兆
k
I通
比
す
る
と
瓜
畦
で
甘
茄
の
ポ
カ

ベ
ン
病
瓜
で
あ
る

F
･
m
onitifo
r

m
e
v
･
m
aju
s

第
川

l
C
高
歯
は
脱
皮

の捌
係
に

於
て
は
他
の
俳
試
協
と
は
完
-
典
な
る
肇
宵
を
示
し
て
居
る
｡
即
ち
他
蘭
と
同
ぐ
-
八
度
で
蛮
宵
を
川
殆
す
る
け
れ
ど
も
高
弧
に
於
け
る
教

育
が
良
好
で
兆
商
談
は
三
五
度
で
も
三
日
後
に

1
m
･
九
粍
'
五
日
後
に
二
七
･
7
粍
~
七
円
後
に
は
三
五
･
.二
.)粍
の
犬
さ
に
通
し
て
放
る
｡

山
過
温
度
は
三
円
後
の
測
定
で
は
二
九
度
よ
-
も
二
七
度
の
方
が
〇
･
六
粍
大
き
い
が
五
日
後
に
は
:
.九
度
の
方
が
二
七
度
よ
り
,9
糾
･
七
粍

大
き
い
Q
七
日
後
に
は
二
七
-
三

1
度
ま
で
が
何
れ
も
ペ
ト
リ
皿
の
周
縁
ま
で
成
長
し

7
杯
に
な
り
何
れ
と
も
首

へ
な
-
な
っ
て
i
=
る
が
恐

ら
-
二
九
度
が
良
好
の
様
で
あ
る
か
ら
二
九
度
附
妃
が
適
温
と
考

へ
て
芸
文

へ
な
い
｡
此
系
統
は
三
五
度
で
傭
盛
ん
な
教
育
を
す
る
非
'
二

七
-

三

丁
度
で
極
め
て
良
好
な
蛮
骨
を
ホ
し
乱
文
非
蛮
骨
辿
鹿
が
著
し
-
大
き
い
誹
等
の
鮎
で
他
の
凡
て
の
休
眠
苗
と
は
完
-
異
な
る
物
で

あ
る
と
訊
め
る
事
が
山
水
る
｡

斯
う
し
た
渦
鹿
の
脚
係
で
節
拘

1
C
系
が
他
系
菌
と
完
-
異
な
る
教
育
を
す
る
部
は

F
･
n10
･lilifo
rm
e
･
V
,
m
ajl.S
苗
が
仰
刑
馬
鹿
苗

病
苗

L
is
ea
F
u

jiku
r.
i
と
は
少
-
と
も
或
る
鮎
で
は
先
-
異
な
る
物
で
あ
る
部
を
不
し
興
味
あ
る
訴
喋
で
あ
る
Q

次
に
節
凶
八
八
高
尚
は
他
の
ti｡葦
的
拙
iE
で
も
他
系
蘭
と
は
著
し
-
異
な
る
物
で
あ
る
が
此
の
通
底
畑
係
で
も
又
趣
を
典
に
し
て
居
る
C

八
鹿
で
は
五
日
後
で
も
他
系
尚
S
･徳
育
は
俳
か
に
蛸
跡
だ
け
で
あ
る
が
血
筋
叩
八
,<
系
≠凶
は
此
渦
度
で
五
円
後
に
既
に
九
･七
粍
の
発
育
を



示
し
て
依
る
O
此
の
組
像
は
七
日
後
で
も
岡
持
で
他
の
凡
て
の
系
統
で
は
八
度
で
直
裡

l
D
粍
以
上
の
町
道
を
形
成
し
て
肘
る
物
は
姉
川
八

三
系
の

二

･
六
純
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
須
川
八
八
系
で
は

一
五
･凹
粍
と
君
ふ
頚
骨
を
不
し
て
捕
る
｡
此
須
川
八
八
系
は
輔
泰
的
性
質
で

は
沓
井
汁
避
lLJ
で
苗
我
が
打
鍵
し
蒸
米
で
北
壁
す
る
と
言
ふ
他
系
菌
と
.=3.(な
る
仙
印
が
あ
る
が
温
度
の
冊
係
で
も
判
然
異
な
る
鹿
が
あ
る
｡

本
研
究
の
雛

1
親
で
報
せ
し
た
様
に
本
系
統
は
非
の
病
即
性
も
多
-
の
場
合
的
ん
ど
去
は
れ
な
S,上
北
雰

生
胞
子
の
形
成
が
少
な
-
形
態
的

に
も
不
明
の
題
が
多
い
｡

以
･i･:那
川

一
〇
系
と
節
川
八
八
系
と
を
除
い
た
他
の
系
統
の
菌
は
if
冊
和
似
し
た
敬
背
を
な
す
物
で
北
へ.;
れ
も
が
二
七
一比
で
最
大
直
行
の

菌
叢
を
形
成
し
二
川
度
及
二
九
･斑
で
は
二
七
度
よ
-
I-1
蛮
青
が
.<
良
と
な
る
物
で
あ
る
D
i
i｡養
-.｢.;
後
で
は
ま
だ
商
談
の
甫
梓
が
充
分
で
な

い
か
ら
五
日
後
に
放
い
て
比
較
し
て
見
る
と
'
勿
論
二
七
度

が
=M

良
で
あ
る
が
比
に
攻
で
は
i{
慨
に
於
て
こ
1L
座
の
ガ
が
二
川
底
止
-
も
良

好
な
発
育
を
し
て
加
る
C
従
っ
て
此
竿
の
系
羅
禦
伯
山
出
題
埠
鹿
は
二
七
度
叉
は
之
よ
-
も
多
少
苗
い
と
野

へ
ら
れ
る
O
唯
雛
川

一
川
系
と

那
川
八
二
系
の
舶
系
で
は
二
九
鹿
よ
-
も
二
川
庇
S
f
t
困
叢

山
直
稗
が
伴
か
は
か
り
if
き
い
｡
け
れ
ど
も
卑
冊
と
し
て
は
宿
捕
鹿
仙川
病
苗
に
は

二
七
度
が
最
適
温
度
と
考

へ
て
差

支
な
い
椛
で
あ
る
.

閑
談
徳
育
に
酎
す
る
山上
地
組
政
は
二
七
度
前
後
で
あ
る
が
'
北
ハ渦
度
に
於
け
る
獲
打
の
速
度
'
換
言
す
る
と
井
況
虹
に
放
け
る
苗
叢
の
直

符
に
は
系
統
に
よ
う

て
非
常
な
=:l打
が
あ
る
｡

今川
讃

三
=
後
の
苗
叢
直
経
の
大
き
い
物
か
ら
肘
に
排
列
し
･3
井
目
後
及
七
日
後
の
菌
叢
耶
径

の
順
位
を
杓
げ
る
と
攻
の
株
で
あ
る
.
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îTE
u.L一
触

ll

fi.iL:霊
7堅

∩
浩
二)
73
中
T4..:掛
算

(()ftIi.F..r.BFLE
.ir.!泰
.評T.蕪

Lc
哲
学

だ
Qj滞
.iT
ej
I
正
舟

(
頒

5
t

Iユ
Lt
漬

担
い
RT1(+
7J
3
円
･.,
コ
,Tx

7
コ
諜

cc
)斡頂
8

簸

)

7
ザ
リ
ウ
ム
岨
蘭
の
生
理
的
分
化
に
怖
す
る
利
札
'

第
二
削

≡
ll;五

l



ワ
ザ
リ
ウ
ム
静
観
の
生
理
的
分
化
に
相
す
る
知
見
'
第
二
報

ll

此
に
よ
っ
て
見
る
と
各
系
統
の
;3
に
北
南
栄
の
教
育
速
度
に
非
常
な
井
が
あ
-
郡

l
川

○
系

(
F
･
m
.nil･if
orm
e
･
V
･
m
ajus
)
筒
と
邪
1割

八
八
潔
曲
と
t
JT
別
と
し
て
も
那
州

l
川
潔
'
都
六
二

〇
系
'
第
川
八
三
系
'
釣
聖

ハ
九
潔
で
の
如
き
は
非
職
鞘
の
戒
心
が
迅
速
で
あ
る
が
胡



i(
茄
七
､
郡
六
三
八
節
及
川
八
束
称
の
如
き
珊
系
統
で
は
北
嶺

育
油
圧
が
小
-
て
北
高

黄
は
著
し
-
小
形
で
あ
る
い

心
筋
況
･.d
に
就
い
て
は
二
..;
後
の
測
定
で
は
二
五

度
で
数
百
し
て
は
た
系
統
は
極
-
付
か
で
節
川

t
O
系
が
伯
仲

一
川
･九
札
に
な

っ
て

爪
た
他
に
は
雛
六
川
九
系
の
:I-.･八
粍
と
節
川
八
三
及
卯
六
二
八
系
が
仰

か
に
徳
育
し
て
川
た
だ
け
で
あ
る
｡

茶
=
後
に
な
る
と
第
四

i
O

系
が
二
七
･
一
粍
'
凱
･:ハ
川
九
系
が

〓

+.･
九
腔
に
な
-
北
:他
の
系
統
の
苗
に
も
ニ
ー
ニ
1.a
.宛
焚
育
し
て
来
た
物
も
あ
っ
た
｡
七
=
後
の
洲
定

で
も
略
E
様
な
仰
向
が
溜
め
ら
れ
た
｡
北
高

狛
六
川
九
系
菌
と
F

･

m
o
n

ilift,rln
C,
V
･
n,a
j
tJs

の
耶
岨

1
C
系
と
を
除
け
ば
=L,1-･:=川
混
庇
は

三
五
-
三
六
度
で
あ
る
と
比
て
英
文
な
い
株
で
あ
る
｡

心
性
温
度
に
放
い
て
は
節
川
八
八
系
巾
が
八
度
に
於
て
:九
日
後
班
に
九
･
七
粍
b.T
伯
蓑
を
形
成
し
て
i
=
ろ
他
は
伴
か
に
硬
骨
を

開
始
し
た

物
戒
は
糊
始
せ
ん
と
す
る
物
の
み
で
あ
っ
た
C

七
日
後
で
も
雛
川
八
<
高
塀
は

1
末
･川
和
の
･lE
弟
を
形
成
し
た
が
他
山
系
舵
は
何
れ
も

1L

O
粍
以
下
の
生
女
で

あっ
た
｡
斯
う
し
た
和
代
か
ら
仙仙
川
八
八
第
佃
(
愛
知
僻
稚
苗
)を
除
い
た
他
の
系
統
の
地
偲
渦
度
は
七
I
八
度
附
t.t･hlの

根
で
あ
る
｡

t.t
翰

弟
HI

上
述
の
経
に
桁
拭
胞
小川
純
苗
は
仇
髄
鞘
系
統
の
7<;
で
は
唯

1L
系
統
生
除
-
の
外
は
各
略
々
川
根
の
発
育
を
な
し
F
usa
rJ'urn
m
."iLif.rn･e

に
姐
す
ろ
第
川

一
C
系

と
.隻
新
し
-
拭
な
る
串
を
不
し
た
O
出
に
此
閥
係
を
柵
め
ん
が
篤
に
他
の
宅
萩
の
菌
に
就
き
て
同
様
の
襟
駿
を
推

戴

し
た
C
此
に
桃
川
し
た
系
紋
の
山
水
は
本
恥
骨
の
都

t
轍

に
?
:
越
し
た
鹿
で
あ
り(,0

北
:fm
北
は
節
γ九
火
力
.i.i
苅
七
出
に
示
す
通
-
で
あ
る
O

7
ず

り
ウ

ム
≠

曲
の
生
別
的
分
化
に
関
す
る
邪
見
'
那
〓
削

三
先
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右
第
五
或
乃
至
第
七
衣
の
結
果
を
通
兜
す
る
と
郡
山

一
〇
'
川

〓

'
川

1
二
及
川

一
三
系
の
川
系
統
は
凡
て
二
九
度
で
蚊
i(
の
簡
澱
を

形
成
し
て
居
る
｡
此
内
=.比
後
の
二
系
統
は

F
usa
r
iu
m

m
c
n
ilif
o
r
m
e

S
h
･
蘭
で
各
北
米
令
衆
開
'
イ
リ
ノ
イ
州
及
,･,ネ
ソ
タ
州
で
謀
判
黍

に
敢
生
し
た
物
か
ら
分
離
さ
れ
た
物
で
あ
る
｡
叉
_..1i
t初
の
二
系
統
は
非
苛

秩

F

m
on
ilif
orm
e
Sh･
V
･
nlajus
W
r
･

et
R
A.･
苗

で
各

ジ

ヤ
ア
バ
及
メ
キ
シ
コ
で
廿
葉
に
怨
生
し
た
物
か
ら
分
離
さ
れ
た
系
統
で
あ
る
｡
所
訓
桁
偶
鹿
仰川
崩
曲
に
鮎
す
る
他
の
蘭
系
柾

の州
ん
ど
凡
て

が
二
七
度
又
は
炎
よ
-
も
低
組
で
最
滴
の
恐
苛
を
な
す
に
も
拘
ら
ず
前
記
g
:
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統
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揃
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揃
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断
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二
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の
宵
臓
の
紡
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を
概
評
す
る
と
北
八
に
該
胤
の
粘
性
を
判
然
と
表
は
し
た
物
と
し
て
秘
め
て
舛
昧
あ
る
新
任
と
m
心
は
れ
る
伊

叉
前
の
卯

1
性
験
で
他
の
系
統
よ
-
も
代
脱
で
普
甘
し
た
郡
川
<
八
系
は
此
嬰

面

駿
に
於
て
も
他
苗
系
統
よ
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も
帖
い
濁
流
を
:{
し
二

川
虻
で
山
大
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偽
芯
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形
成
し
て
i
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る
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批
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強
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燕
は
∩
色
で
あ
っ
た
系
統

同
比
枚
t二
糖
筒
'
病
liS
化
の
弘
大
な
系
統

悶

三
萩
市
F
cq
l
O
蛇
菌
t
H
右

目

三
頂
椎
一
二
姫
蘭
'
茄
申
菌
糸
の
形
成
の
少
な
き
系
萩

的
愛
娘

二
批
幽
'
蒸
米
捕
葦
氷
上
で
紫
巴
の
榊
超
を
形
成
せ
し
系
統

節

六

三
1
系

同
兵
仙
_7
批
歯
'
菌
糸
の
形
成
朋
か
な
系
統

邪
六
六
七
系

介
敷
稚
苗
'
蒸
米
を
発
は
し
い
紅
色
に
壁
す
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凡
て
前
の
弟
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し
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と
川
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-
二
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比
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範
菌
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同

一
都
籾
で
も
系
統
に
よ
り
て
分
生
胞
子
の
形
成
に
多
少
が
あ
り
叉
同

i
系
統
で
も
色

々
の
傭
件
で
英
が
畦
る
｡
今

綿
養
温
度
と
分
生
胞
ナ
形
成
の
.:地
に
就
き
て
鞍
験
し
た
結
兆
を
禍
げ
て
見
た
い
0
1-万

の
脊
芽
汁
避
天
に
捕
委
し
二
週
悶
複
北
に
五
池
川
後

に
調
禿
し
た
if
分
光
胞

√
並
に
小
分
生
胞
子
の
形
成
の
分
先
を
梢
ぐ
る
と
次
女
の
油
-
で
あ
る
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任
飴
で
は
日
放
を
柵
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に
荘
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必
欝
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あ
る
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で
堰
に
偶
験
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斜
面
摘
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進
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机
付
け
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培
賓
し
た
結
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で
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る
｡
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ザ
り
ウ
ム
騒
由
の
件
哩
的
分
化
に
関
す
る
別
姓
､
第
二
剤

三
六
八

先
づ
第
八
衣
及
節

1
0
衣
に
就
い
て
大
分
生
胞
子
の
形
成
を
考

へ
て
見
る
と
二
迎
醐
増
発
し
た
物
も
先
週
側
TL=
蕃
し
た
物
で
も
分
弦
胞
子

形
成
の
丑
に
は
大
差
な
い
卦
が
多
い
e
け
れ
ど
も
二
週
週
附
後
で
は
何
れ
の
脱
皮
で
も
胞
子
の
形
成
を
見
な
か
っ
た
雛
川
八
八
系
､
雛
六
三

八
系
の
如
き
系
紘
'
或
は
卯
六

1
三
系
､
弟
六
二
八
系
の
如
き
非
の
形
成
の
柵
め
て
少
な
か
っ
た
系
統
も
'
先
週
棚
の
後
に
は
多
少
北
ハ形
成

を
見
る
様
に
な
っ
て
居
る
｡

勿
論
各
系
統
の
相
の
関
係
を
詳
細
に
験
し
て
見
る
と
何
れ
も
多
少
の
井
は
あ
る
が
北
ハ弄
輿
は
特
に
通
産
側
係
と
し
て
私
き
立
て
る
程
の
物

と
は
考

へ
ら
れ
な
い
O
概
し
て
言
ふ
と
i<
分
生
胞
子
を
形
成
す
る
系
紋
で
は
二
川
-
二
二

度
で
非
形
成
が
良
い
椎
で
あ
る
｡
此
分
生
胞
子
形

成
と
渦
鹿
と
の
脚
係
で
は
恥
に
共
分
光
ば
か
-
で
な
-
常
然
非
形
態
に
就
き
て
認
す
べ
き
で
あ
る
が
比
は
別
の
報
せ
で
取
扱
ふ
枚
止
で
あ
る

か
ら
此
出
に
は
S
=略
す
る
｡

次
に
小
分
生
胞
子
の
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成
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て
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九
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及
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側

1
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約
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〓

系
の
如
き
系
統
で
は
北
ハ形
成
が
多
い
が
抑
制
桁
化
膿
L=
蛸

歯
で
は
共
形
成
は
比
較
的
に
少
な
い
物
が
多
い
O
韮
御
庄
尚
で
あ
る
苅
川

l
州
系
と
愛
知
産
の
Sl
m
八
七
系
等
が
多
い
方
で
あ
る
5
那
川
八

八
系
と
都
六
三
八
系
の
如
-
に
小
分
生
胞
子
形
成
の
秘
め
て
少
な
い
系
統
も
あ
る
｡
何
れ
の
系
統
で
も
小
分
生
胞
子
を
形
成
す
る
番
は
低
減

よ
り
も
高
姐
の
方
が
良
好
な
様
で
滴
る
｡
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っ
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以
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る
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八
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八

川
'
叩
八
五
'
∴ハ
〇
九
'
六

一
〇
'
六
二
人
'
六
∵
..八
'
六
LEfT九
及
六
五
L
系
で
は
何
れ
の
偲
度
で
も
就
中
筒
糸

の
形
成
は
殆
ん
ど
な
い
｡

従
っ
て
此
竹け
り
系
統
で
は
気
中
菌
糸
の
形
成
と
渦
度
と
の
附
係
は
勿
論
託
せ
な
い
｡
就
中
菌
糸
の
形
成
の
あ
る
系

統
中
節
凶

l
O
系
べ
F
･
rriO
:.i
Li
fo
r7TIe
V
･
m
lj
us)
だ
け
は
北
ハ形
成
が
徹
り
に
多
-
な
-
て
俳
試
温
度
の
凡
て
で
略
同
様
の
稗
庇
に
気
中
菌

糸
が
形
成
さ
れ
た
0
第
川
八
八
系
で
は
気
中
菌
糸
の
(北
は
之
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
が
基
形
成
の
状
況
は
姉
川

一
〇
系
と
同
じ
-
渦
度
に
よ

っ
て
大
し
た
某
が
な
い
D
之
に
反
し
て
雛
川

一
州
系
で
は
共
菌
鍛
榊
i<
に
出
題
粗
度
で
あ
る
二
七
度
で
射
申
菌
糸
の
形
成
が
山
･9
良
-
二
.川

庇
及
二
九
鹿
が
之
に
.,=.d
ぎ
二
〇
度
及
三

l
鹿
は
証
に
少
-
な
る
C
第
六
二
m
系
も
此
菌
糸
の
茄
は
少
な
い
が
此
と
略
同
じ
傾
向
を
不
し
て
居

る
.
又
六
二
〇
系
は
番
組
(
二
七
度
以
上
)
で
は
就
中
菌
糸
の
形
成
の
並
が
多
-
低
渦
で
は
少
な
い
と
い
ふ
仰
向
を

去
は
し
た
C

七
'
菌
叢

の
形
状
に
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す
温

度
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影
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閑
話
紘
非
形
状
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に
薗
某
糊
緑
の
形
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が
系
錬
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よ
り
'
坪
芥
視
座
に
よ
-
て
可
な
-
の
弟
の
あ
る
物
で
あ
る
｡
穿

芽
汁
袈
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葦
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フ
ザ
リ
ウ
ム
切
歯
の
件
哩
的
分
化
に
槻
す
る
知
見
'
節
二
糾

三
七
二

此
に
よ
っ
て
見
る
と
八
度
の
様
な
低
渦
度
で
は
何
れ
の
系
統
で
も
南
井
の
川
路
は
疎
で
基
境
界
の
判
然
せ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
が

1
五

度
と
な
る
と
節
川

一
〇
系
及
び
他
の
二
･
二
京

､虹
除
け
ば
川
縁
は
総
統
と
な
り
iil東

の
判
然
し
た
物
と
な
る
｡

叉
指
況
の
三

i
度

呼
で
も
亦

印
縁
は
紐
舛
と
な
る
｡
二
七
-
二
九
度
の
か
き
油
庇
で
は
多
-
の
系
統
で
は
評
し
く
疎
で
も
な
-
総
研
で
も
な
-
中
庸
で
あ
る
｡
唯
節
四

一

〇
系
で
は
時
政

の如
何
に
拘
ら
ず
脚
線
が
秘
め
て
組
軟
と
た
る
む
は
な
か
っ
た
｡
叉
第
六
五
七
系
で
は
二
川
度
以
上
で
は
周
縁
が
約
･.襟
で
あ

っ
た
｡

八
､
菌
叢
の
着
色
と
温
度
と
の
関
係

桁
鵜
臆
叶は
病
僻
の
菌
叢
の
新
色
は
蛸
｡葦
基
の
戊
腫
非
他
で
非
常
に
興
る
物
で
あ
る
か
ら
其
滞
納
は
水
来
イ
オ
ン
芯
要
と
の
脚
係
で
論
じ
既

い
と
恩
ふ
｡
け
れ
ど
も
本
牧
駿
で
観
察
し
た
慶
で
は
沓
耳
汁
炎
天
に
棉
蕃
し
た
場
合
に
は
節
付
八
八
系
だ
け
が
新
色
し
非
他
で
は
相
ん
ど
清

色
せ
な
い
｡
時
に
･yIJ
色
す
る
物
が
あ
つ
て
も
非
は
槌
め
て
陣
徴
で
あ
る
.
今
七
∩
冊
.i｡毒
し
た
弟
川
八
八
系
の
新
色
の
桃
糠
を
記
椛
す
る
と

次
の
様
で
あ
る
｡
+
印
は
非
故

の
多
い
松
前
色
の
比
(=
の
多
い
強
を
示
し
日
は
S
J純
度
の
極
め
て
作
か
な
事
を
示
す
物
で
あ
る
｡
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iuf･ 篭 宅 等:

芋 壬 ヰ 羊
九
'
紹

Jl

D

与
h
nc
red

＼ヽ

,･71cp
f

I.
⊥
i
･
p.JL

括

二

木
戦
骨
は
各
損
の
系
統
の
桁
偶
成
苗
病
菌
の
蛮
青
と
埠
艦
と
の
槻
係
に
北
き
て
性
駄
し
た
紺
兆
で
あ
る
｡

二
'
著
者
が
接
触
滋
は
輔
誓
試
飴
に
桃
川
し
た
約
七
〇
高
萩
の
内
で
病
liS
性
の
似
如
'
京
申
繭
糸
の
形
成
の
多
少
'
蒸
米
綿
苓
北
祈
色
の
状

況
'
大
小
分
生
胞

了
の
彬
城
の
小
鴨
;I.筋
の

性
餌
に
就
き
て
情
徴
い
あ
?
i,t1
物
.トビ
1(
井
宗
純
選
柁
し
て
北

‥簡
市
と
純
度
と

の剛
係
を
咋
放
し

た
｡

ニ
｢

べ
ト
リ
ー-1L
に
於
け
る
菌
叢
的
作
の
比
較
で
は

1-
二

の
系
統
を
除
け
ば
州
ん
ど
凡
て
の
休
講
系
統
の
簡
裁
発
育
に
は
二
七
度
が
最
適
温

度
で
あ
る
｡

州
'
比
較
に
桃
川
し
た

1:｡sarium
n"
nitifo
rm
c
及
北
へ嘩
析

l▲一･
m
o
･Jitif
orm
c
v
･

rna
j
us
に
槻
す
る
雛
M

l
C
系
苗
B
.下
克
系
統
の

蘭
は
病
肘
化
を
殆
ん
ど
示
さ
な
い
物
で
あ
る
が
流
麗
に
封
す
.7り
闘
儀
が
他
の
系
祝

黒
川
と
購
な
り
晶
帯
の
lEJ
岬
の
i(
き
い
許
り
で
な
-
再

現
度
に
於
け
りつ
恭
宵
が
極
め
て
良
好
で
二
九
度
附
近
を
適
泥
と
す
る
｡

五
､
桁
帖
肋
=

川
病
菌
の
多
-
の
系
統
で
は
l水
…米
.i｡蕃
基
を
紅
単
文
は
紫
妻
す
る
L
f=3
川
八
八
系
は
之
を
肌
撃
す
る
枇
徴
が
あ
る
が
此
の
菌
が

況
鹿
の
捌
係
で
も
他
と
炎
な
-
比
校
的
促
泥
で
よ
-
徳
育
し
二
川
1
二
七
度
の
冊
に
適
準
と
有
す
る
｡
此
系
統
は
納
'iS
性
も
多
-
の
場
合

7
ザ
リ
ウ
ム
問

瀧
の
生
理
的
分
化

に
州印丁
ろ
幻ー
姐
､
窮
〓
軸

;二
七
三



7
ザ
リ
ウ
ム
広
軌
の
伴

星
的

分

化
に
約
す
ろ
相
見
､
約
二
朝

三
七
円

殆
ん
ど
之
を
未
は
さ
す
'
分
生
胞
子

の形
成
も
少
い
の
で
;i
し
て
荊
蟻
鹿
小川
病
問
な
る
や
に
耽
き
て
不
明
の
鮒
も
あ
る
が
比
が
詳
紬

に
就

き
て
は
後
日
を
制
す
る
番
に
す
る
｡

六
'
桁
鳩
鹿
･T日
柄
菌
耶
六
川
九
系
は
比
較
的
耐
油
に
耐
え
三
五
度
で
も
叩
な
-
に
頚
骨
す
る
｡

七
'
上
記=
の
二
系
統
を
除
け
ば
伏
流
将
の
発
育

の
=批
詐
粗
度
は
三
五
･
-
三

六
度
で
山
低
温
度
は
七
-
八
度
で
あ
る
と
見
て
よ
い
粒
で
あ
る
｡

八
'
就
中
偽
糸
の
形
成
も
系
統
に
よ
-
大
器
が
あ
-
'
あ
る
高
批
で
は
克
-
形
成
が
ーな
く
形
域
が
あ
る
系
統
で
も
粗
度
と
の
槻
係
は
伺

1
で

は
な
5,｡

九
'
硝
輩

･3
形
状
は
l#
州
形
で
あ
る
が
非
川
縁
は
規
則
Zii='し
い
抑
岬
な
噂
界
を
示
す
物
と
極
め
て
疎
で
不
帥
明
な
物
と
が
あ
る
o
多
-
の
系

統
で
は
れ
脱
で
輔
車
し
た
場
合
に
は
川
縁
が
約
幣
で
肝
明
と
な
る
が
低
温
で
は
疎
な
不
帥
明
な
榊
絵
を
衣
は
す
様
で
あ
る
c
f
石

庭
r門
外

で
は
疎
据
中
州

の
物
が
多

い
｡
叉
系
統
に
よ
る
と
朔
う
し
た
作
代
は
温
度
と
鍵
舶
係
の
都
も
あ
る
｡

一
〇
'
仇
淡
系

i,T･S
中
で
は
郡
川
八
八
系
は
沓
井
汁
･Wj(･･
人

.を
1<
竹
色
に
粁
也
L
t
二
C
皮
か
ら
二
化
庇
で
は
帖
に
背
甚
で
あ
る
｡
北
i
.下
の
温

度
粕
に
低
温
鹿
で
妊
新
色
は
淡
-
な
る
｡
北
ハ他

山高
雄
は
幣
池
は
新
色
せ
な
い
が
三
井
庇
の
様
な
‥川
弧
で
菟
育
し
た
閲
謡
は
微
か
に
赤
味

を
帯
び
る
辞
も
あ
る
｡

〓

'
之
を
婆
す
る
に
温
度
の
脚
係
で
は
代

講
桁
馬
鹿
苗
病
鞘
系
統
は
口
二

l

東

萩
が
著
し
-
異
な
る
発
育
を
し
た
だ
け
で
非
他
の
大
多

数
の
後
背
は
略
同
様
で
あ
っ
た
｡

10
､
文
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